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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶に電界を印加するための画素電極と共通電極とを同一基板上に対向して形成し、当
該基板面にほぼ平行な方向の電界を液晶層に印加するようにしたＩＰＳ方式の液晶表示装
置において、
　前記画素電極と前記共通電極は、櫛型形状でなり、共通電極間に位置する画素電極を、
一方の共通電極側に近づけて配置させた場合に、共通電極と画素電極との間隔が狭くなる
領域となる、画素内の対向する電極間間隔の表示に寄与しない領域の幅を狭めることで、
表示に寄与する領域の電界方向を一方向にするように配置し、
　前記画素内の対向する電極間間隔の表示に寄与しない領域の幅は、前記画素電極と前記
共通電極が形成される基板と対向する基板側に設けられる遮光用のブラックマトリックス
の範囲内に収まるように狭められる
　ことを特徴とする液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示面の焼きつきを改善する液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶に電界を印加するための一対の電極を同一基板上に形成し、基板面にほぼ平行な方
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向の電界を液晶層に印加するようにしたＩＰＳ方式の液晶表示装置がある（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
　このようなＩＰＳ方式の液晶表示装置は、視野角が広いことから、大型のＰＣモニタ、
高品質テレビに採用されている。しかし、一般にＴＮ方式の液晶表示装置に比べて焼き付
きが大きく、どの製品にも設計によらず焼き付きが発生することから、ＩＰＳ方式の液晶
表示装置における最大の弱点となっており、抜本的な解決が行われていない。
【０００４】
【特許文献１】特許第３５６４７０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような表示面の焼き付きは、電極が櫛型であるために、電極を挟んで左右の液晶表
示部に加わる電界の向きが逆となるためである。そのため、ＴＦＴのオフ時に寄生容量の
影響を除くために画素電極を挟んだ片方の共通電極へのＤＣ成分を最小に調整したときに
、もう片方の共通電極はＤＣが残ってしまう。
【０００６】
　さらに説明すると、３本の電極を平面に平行に並べ、外側の２本の電極に０Ｖ、内側の
電極に１Ｖを加えると、電界は内側の電極から２本の外側の電極に向かうことは自明であ
る。実際のＴＦＴ－ＬＣＤでは交流化しているが、歪んだパルスを与えるために共通電極
の電圧を調整する。しかし、ＤＣ０にはできないので、ある値のＤＣが発生する。
【０００７】
　液晶内部には電気二重層が発生していることが知られている。この発生箇所としては、
電極と、配向膜界面と、配向膜及び液晶界面がある。そして、この電気二重層は、この３
つの材料の性質で向きと大きさが決まる。ＩＰＳ方式の液晶表示装置の場合は、内側の電
極から一方の外側の電極に向かう電界の方向と、内側の電極から他方の外側の電極に向か
う電界の方向とに電気二重層成分があるときに、ＤＣ成分が右半分と左半分で異なってく
る。従って、Ｖｃｏｍ調整を行ったときに、ＤＣ成分が残り、しいては焼き付きの原因と
なる。
【０００８】
　この発明は上述した点に鑑みてなされたもので、ＩＰＳ方式の液晶表示装置における表
示面の焼き付きを改善することができる画素構造を有する液晶表示装置を得ることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係る液晶表示装置は、液晶に電界を印加するための画素電極と共通電極とを
同一基板上に対向して形成し、当該基板面にほぼ平行な方向の電界を液晶層に印加するよ
うにしたＩＰＳ方式の液晶表示装置において、前記画素電極と前記共通電極は、櫛型形状
でなり、共通電極間に位置する画素電極を、一方の共通電極側に近づけて配置させた場合
に、共通電極と画素電極との間隔が狭くなる領域となる、画素内の対向する電極間間隔の
表示に寄与しない領域の幅を狭めることで、表示に寄与する領域の電界方向を一方向にす
るように配置し、前記画素内の対向する電極間間隔の表示に寄与しない領域の幅は、前記
画素電極と前記共通電極が形成される基板と対向する基板側に設けられる遮光用のブラッ
クマトリックスの範囲内に収まるように狭められることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、画素内の対向する画素電極と共通電極を、両電極間間隔の表示に寄
与しない領域の幅を狭めて、表示に寄与する領域の電界方向を一方向にするように配置す
ることで、ＤＣ発生も常に同じ方向となるので、Ｖｃｏｍ調整でＤＣ発生を抑えることが
できるため、画素内のＤＣ発生を抑えて、焼き付きを改善することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、この発明に係るＩＰＳ方式の液晶表示装置を説明するもので、画素構造を示す
図である。ＩＰＳ方式の液晶表示装置は、上側基板と下側基板及び両者の間隙に充填され
る液晶層からなり、下側基板に形成された画素電極と共通電極の間に電圧を印加して両電
極間に形成される電界を制御し、液晶の配向状態を制御してパネルを透過するバックライ
ト光の透過率を変化させる。このとき、下側基板面にほぼ平行な方向の電界を発生させて
液晶層に印加する。
【００１２】
　図１に示す画素電極１と共通電極２は下側基板上に形成され、画素電極１はゲートライ
ンをデータラインの交差部ごとに形成されるＴＦＴに接続され、共通電極２は画素電極１
に対向して形成されている。対向する画素電極１と共通電極２はともに櫛型形状に形成さ
れている。
【００１３】
　ここで、画素内の対向する画素電極１と共通電極２は、電極間間隔の表示に寄与しない
領域の幅ａを狭めることで、表示に寄与する領域の電界方向を一方向にするように配置す
る。すなわち、図１において、画素電圧が正の時に、矢印で示すように、画素電極１の図
中右方向のみの電界を発生させ、画素電圧が負の時に、矢印とは逆の図中左方向のみに電
界を発生させるようにする。
【００１４】
　また、画素内の対向する画素電極１と共通電極２の電極間間隔の表示に寄与しない領域
の幅ａは、上側基板に設けられる遮光用のブラックマトリックスの範囲内に収まるよう狭
めればよい。
【００１５】
　したがって、この発明の実施の形態によれば、画素内の対向する画素電極１と共通電極
２を、両電極間間隔の表示に寄与しない領域の幅ａを狭めて、表示に寄与する領域の電界
方向を一方向にするように配置することにより、画素内の電界方向を常に一方向にするこ
とができ、これによってＤＣ発生も常に同じ方向となるので、Ｖｃｏｍ調整でＤＣ発生を
抑えることができる。このため、画素内のＤＣ発生を抑えて、焼き付きを改善することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明に係るＩＰＳ方式の液晶表示装置を説明するもので、画素構造を示す図
である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　画素電極、２　共通電極、ａ　電極間間隔の表示に寄与しない領域の幅。
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